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ヨーロッパの道路と道路交通事情
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　この夏ヨーロッパて道路に関採の深い二つの国際会議

が闇かれた．その一っは9月5ヨから10　llまでスペイン

のバルセロナ市にお：∫ろ交．立［学と道路安全の国際会議

であり，仙は9月191」から24日までロンドン市で催され

た国際道路連盟「IRFノの肚界大会ておる、

　バルセロナ会議に先立って，9月1［．1南まわりアリタ

リァ機でローマに向かい，3口問の：．；：在中にローマーナ

ポリ附の太1｝道路をみた．バ．レセロナ会議のあとロンド

ン大云までの1週陽はパリとケルンでそれぞれ数riを過

した．またロンドン火’こ終了ののろ，イングランド西部

写真1　コベントIJ一市のモダン教会，
（「日教会はこの隣Pに戦災をうけたまま俣存されている）

ているところ1ま別として、もは．幽どこ：：も認められなか

ったといってよい．13年前に始めて訪欧したときいたる

≧ころで見られた爆撃による破壊のあ三はきれいに片づ

げられて，新らしい高層ビルの建設が目立ち，路上には

人と車があふれていた，戦争でばく大な被害をこうむっ

た都会ほど思いきった復興計画で改良され，盾気づいて

いるように見えた．イギリスのコベントリーという小都

会がその好例てあろう．バーミンガムの南東よりにある

人口30万たらずの小」i≦rtiて，ドイツ軍の散底的な爆撃で

壊滅的な打撃をうけたが，思いきった徽興r市計画を実

写真3　西ドイツのケルン市にあるデパー

　　　　トけ属の駐車ビル

写真2　コベントリー市中心撃にあるショッ

　　　　ピングセンターThe　PrecinCt．
　渉行老の専用地域で周辺に大がe，・り＝駐車施殺がある｝

のバス旅行に参加し，5ヨ門にわたって各地を己察する

機会をえた．いったんロンドンに帰ってからパリ．ハン

ブルグ，アンカレッジis　ti七まわりのエヤ・フランス機

で東京に帰着したのは10月1日であったから，まる1カ

月の滞欧であった．その期間の半分は会議出晴のため費

やされたので，残り2週間あまりの見聞をしたにすぎな

いが，思いつくままに気づいた点を書き記してみよう，

　戦後すでこ21年をへて戦災の膓跡は，とくに保存され

b

写真4　イギリスOモータウヱイMユ．
（ロンドンーパーミンカ’ムを結がものtib：，かなウ偏み

り出ていると二ろがあり設計も評判がよくない）

施して，」団では模範めなモデ1レ．匡市の一つとされてい

る．

　前回の渡欧でも感じたことであるが，敗戦側のドイツ

が一番陽気であり活動的であるのに対して．戦勝側のイ

ギリス，フランスが何となく無パiJに見．えた．とくにイ

ギリスではややなげやりな感じさえ受けた．経済的にも

苫しく，その原因のおもなもの1ま毒外援助と海外派兵の

費用であるとの弁解を聞かされた，戦債のイギリス人は
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写真5　イタ1」一のローマーナポリ閾太

　　　陽道路．

写真6　スペインのバルセロナ市グラシア

　　　大通り，
（広い幅員をもちp街路樹がよく茂ド・ている．中世紀の

建物の間に高層建築も見られる）

あいそがよくなったともいわれ，何となく自信を失った

ように見られなくもない．才iい10代のビートニック化，

モッズ化も目立つようである．

　いくつか同った吐園」のいずれについても，道路街路の

計画は一応完成した姿を呈しており，とくに都心部にあ

たるところはほとんど手を触れる余地がなく，発展はも

っぱら郊外へと1．旨向しているように思われた、地方へ1’i’t

てみても道路はよく整備されており，わが国のようにい

たるところ工事中といった風景はみられない，補修工事

もほとんど見かけなかったし．補修のあとも少ないよう

見うけられた．

　部市内ではどんな細い小路でも歩車道が区別されてお

り，耳の流れと歩口者の流れは横断歩道を除いて「渉し

あうことはない．．二れは道路工学のイロハであり常識と

なっていると考えるべきであろう，

　わが国の道路，とくに都rl∫内道路が非能率で危険にさ

らされている原因の大半ガ歩辿のないことに起医才る，

と断じてもおかしくなかろう．」ヱまきながらこの辺で徹

底的に歩道を』．．：痛よる基本方針を確立すべきである．高

速道路の建設などあとまわしにしてもよいくらいのもの

ではないか，

　かの国々では，わが国より自動II：の果有台数はずっと

多いにもかかわらず。路上のこみ方はずっと少ない．信

．弓・何回まちといった光景に接することはなく，わりあい

スムースに疵れている．これはつねに対策が先行してい

竺産噺　究　　ユ7

写頁7　スペインの1・LJ’∫∫亘路．

写真8　／s°り凱庭「」周辺エトワーノ／V；1・．／tA

　　　状況，
　〔聾宜が整理に当だつ「．：い6blth・f’t”lfdi柳ミ子〉

るためと，道路構違itユトリが多く、いろいろ手．を打つ

余地が残されているためのようであξ．ノミSLセrナ1パ

1）では広い歩道や緑地届そ駐1．・inlこ転用しているま二ろ

をみかけた．イ可と［・・っても過去の蓄陰，遺：産がコ雲由最き

く物をいっている感じで，道路交旭のこみ方ヒいう君も

対薫がわずか一一歩進んでいるか運れているかによ一・て六

きな違いがlilているもののように見憂けらt！　1：，

　交通処理の難所の一っはパリの凱殖門をむ・こむユト7

一ルJ、，；辺でほとんど手の打ちようがはさそう［みえヒ．

またケルン市ではGrnne　Welleとよばれる，采銃信．［－」・

系と速度措示を組み含わセた方式を採」弓、脂示された速

度で走行する車は青のバンドに．乗って停止す6くまな（

進仔でき客量も埋論櫨に近くまで土がるというぐとであ

った．

　バルセロナの会議は．交週工学と薫通安黛に闘する、戸

門的なテーマをとりあげたものであ…コ，II：II膣揖50ロ乞裡

度，なかなか勉強になる会合であっ1：．ロンドンノこ会は

111席者2000人に及ふ1大会議で，議‘5近踏と釦壼に関

すろあらゆる分野をとりあげており，てまま）o＞点＝CL

かなり問題があったように思わ批る，この2議で邑道路

の計画に関する問題とともに交透工．j‘ζ：劇す・511il．薗が多

くとりあげられ，昏慶の道蹴二閏すξ肩究の逆宅夙き方

向を示唆しているように．［L’：．れた．
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